
● 消防情報処理シリーズ�

消防情報 とデータペース （その３）
地図データベース

１．はじめに

従来の情報管理システムは，数値情報や文　　 ｙ

字情報を対象とするものがほとんどであっ

た。前回で述べたデータベースシステムも数

値，文字情報を扱うものである。最近では，

地図や図面のような図形情報をコンピュータ

に取り込んで管理，利用するためのシステム

が登場し，実用化されている。今回は，地図

情報と地図上の地物の属性としての数値，文

字情報を統合させて処理することのできる地

図データベースシステムについて述べる。

２．地図データの処理方法

地図データをコンピュータで管理，利用す

る場合，イメージ情報として処理する方法と

ベクトル情報として処理する方法がある。

イメージ処理方式では，ファクシミリの送

信部と同様の機能を持ったイメージリーグに

より，地図や図面などの紙上の情報がそのま

まイメージ情報として記憶装置に格納され

る。記憶装置には磁気ディスクや光ディスク

が用いられる。通常の解像度で図形情報を記

憶するためにはかなりの記憶容量が必要であ

り，高密度の記憶媒体である光ディスクが主

流になりつつある。

最近では，パソコンにイメージリーグや光

ディスク装置を接続できるようになってお

')，パソコンを利用した地図検索システムを
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図１　ベクトル情報の概念

作成することが可能である。

ベ クトル処理方式では,図１に示すように，

図形を２次元の座標データの集 まりで表現

し，コンピュータで数値情報（ベ クトル情報）

として管理する。地図をベ クトル情報化した

場合，多彩な検索表示，また，表示した地図

の拡大，縮小，スクロール（画面上の上下左

右の移動）など柔軟な処理が可能になる。以

下にベクトル処理方式による地図データペー

スの概要について述べる。

３．地図データの格納形態

地図は一種の線画としてとらえることがで

き，基本的に点（ノート），線（アーク），面

（ポリゴン）の３つの要素に分けることがで

きる。地図データは，ベ クトル形式で管理す

る場合，これらの要素の集まりとして例えば
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図２に示すような形態で表現さ

れ，コンピュータに格納される。

通常の地図であれば，どのような

ものでもこの方法により表現する

ことが可能である。

４．地図データの階層管理

地図に記載されている事項（地

図データ）は，例えば次のように

いくつかのグループに類別するこ

とができ，これを階層あるいはク

ラスと呼ぶ。

・市町村，行政区，町丁目境

界

・学区境界

・消防出動区境界

・道路，鉄道

・建築物

・埋設管

・水利

ひ
一

図２　地図データの格納形態（ベクトル形式）

地名や主要建築物の名称なども１つの階層

と見なすことができる。これらの階層を別々

に管理することにより，ある特定の階層だけ

を，または必要ないくつかの階層を重ね合わ

せて表示することができる。階層の概念を図

３に示す。

５．地図データと属性データの結合

地図データベースでは，点，線，面の各要

素に対して，地図データ（形状を表わすデー

タ）と各要素が持つ属性データとを結合させ

た形で管理することができる。これにより，

画面に表示された地図上のポイントから属性

データを検索したり，属性情報（例えば人口

や建ぺい率等）のランク別に地図を色分けす

るようなことも可能になる。地図データと属

性データの結合の概念を図４に示す。

６。地図データの検索

地図データベースでは，対象とする広範囲

に及ぶ地域（例えば市全域）が１枚の連続し

た地図として記憶装置上に展開される。　した

がって，全域の地図データの中から，必要と

する範囲を効率的に検索し画面に表示するこ

とが必要になる。また，表示するだけではな

く，拡大，縮小，スクロールなどが短時間で

行えることも要求される。

検索や スクロールを効率的に行うため に

は，地図データベースのデータ構造が重要に

なってくる。これについては，前回及び前々

回で述べたようなデータペース技法（階層モ

デル，関係モデル等）を用いるなどの方法が

考えられる。どのようなデー タ構造を用いる

かは，適用業務で許容される検索時間及びデ

ータ量等をもとに検討することになる。地図

データの検索の概念を図５に示す。
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７。地図データの作成，修正

地図データの入力（ベ クトル情

報化）は，町丁目境界，道路，建

築物等の各階層別に適当な縮尺の

基本図を作成し，デジタイザや図

形読取装置を用いて行われる。デ

ジタイザは，パネルにはりつけた

地図上の点の座標をカーソルによ

り入力するものであり，広範囲の

詳細な地図を入力するためには大

変な労力を要する。図形読取装置

は，地図を自動的にベ クトル情報　二祖∠J万

化してコンピュータ（磁気ディス

ク装置）に格納するものであり，

容易な地図の入力を可能にする。

ベ クトル情報化されてコンピュ

一夕に入力された地図は，自由に

画面に表示し，画面上で部分的に

修正することが可能である。

地図データペースを導入し，運

用していくためには，地図データ

を容易に作成，更新するための八
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図３　地図データの階層管理
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一ドウェア，ソフトウェアが整備されること

が不可欠となる。

図４　地図データと属性データの属性

８。地図データベースの適用

消防防災機関においては，指令管制や地域

図５　地図データの検索・表示
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の危険度評価などの業務に地図データベー ス

を適用することが考えられる。

８．１　指令管制

指令管制業務では，火災や救急等の災害

発生地点を特定したり，適切な活動を行う

ために地図の利用が不可決であり，地図デ

ータベースは，業務の効率化を図るうえで

非常に有効となる。指令管制業務における

地図データペースシステムでは，受信した

電話局番号，通報された地名及び対象物名

等から， 災害発生地点付近の地図が非常に

短い時間で検索・表示されることが要求さ

れ，データ構造の検討が重要になる。また，

管轄区域全域に及ぶ大縮尺の詳細な地図を

用いるため，高速アクセスが可能な大容量

の補助記憶装置が必要である
Ｏ

８．２　地域の危険度評価

地区（例えば町丁目）ごとに災害発生危
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険度や予想される被害程度を算定し，その

結果をランク別に色わけ地図のような形で

出力するためのシステムとして地図データ

ベースを適用することができる。地図デー

タとしては，地区の境界線程度を入力して

おけばよく，パソコンの利用も可能である。

このようなシステムでは，処理の流れは

次のようになる。

�　 地区の属性データをもとに，各地区

の災害発生危険度や被害程度の算定を行

つ。

�　 算定結果を新しく地区の属性データ

としてつけ加える。

�　 属性データを参照しながら地図を色

分けして出力する。
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